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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

８
月
30
日
（
日
）
午
後
10
時
半
〜
午
後
３
時
半

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

午
前
の
部
：
政
策
部
講
師
団

　
　
　
　

テ
ー
マ
「
歯
科
医
療
に
技
工
士
は
必
要
か
」

　
　
　

午
後
の
部
：
古
関
彰
一
氏
（
獨
協
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　

テ
ー
マ 

「『
平
和
国
家
』
日
本
の
再
検
討
〜
戦
争

す
る
国
づ
く
り
と
安
全
保
障
の
行
方
〜
」

会
費　

無
料　

　

定
員　

１
０
０
人

※
午
前
・
午
後
通
し
で
参
加
の
会
員
に
は
弁
当
を
無
料
で
準

備
し
ま
す

政
策
部　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
５

日
時　

９
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
７
時

会
場　

保
険
医
会
館　

　

定
員　

50
人

講
師　

 

浅
田
聡
氏
（
関
電
病
院
循
環
器
内
科
心
血
管
治
療
部

部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

循
環
器
内
科
と
歯
科
領
域
と
の
関
わ
り
（
仮
題
）

大
阪
市
南
部
地
区
講
習
会

日
時　

９
月
26
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所　

 

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
教
育
棟
３
階
（
Ｊ
Ｒ

・
南
海
空
港
線
「
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
」
駅
徒
歩
５
分
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　

　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料
（
会
員
限
定
）

個
別
指
導
対
策
講
習
会
（
仮
題
）

泉
州
地
区
準
備
会

日
時　

９
月
19
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時　

　

場
所　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
（
会
員
限
定
）

新
規
個
別
指
導
対
策
編

新
規
開
業
医
講
習
会

日
時　

９
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

林
美
加
子
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
分
子

病
態
口
腔
科
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

成
功
す
る
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復

９
月
度
生
涯
研
修

日
時　

９
月
５
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６
階 

千

里
ル
ー
ム
Ｂ
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

平
山
富
興
氏
（
門
真
市
開
業
、
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｓ
講
師
、

大
阪
歯
科
大
学
非
常
勤
講
師
）

会
費　

会
員
、
ス
タ
ッ
フ
無
料　

　

定
員　

80
人

歯
周
病
患
者
に
対
す
る
包
括
的
歯
科
治
療
と
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
周
囲
炎
へ
の
取
り
組
み

北
大
阪
地
区
会
員
交
流
会

戦争法案廃案に

中村新太郎（富田林市）

非核の傘へと転換を

核
兵
器
廃
絶
へ
の
決
意
を
固

め
る
参
加
者
＝
９
日
、長
崎
市

９
条
持
つ
日
本
へ
の
信
頼

ア
フ
ガ
ン
の
カ
レ
ッ
ド
氏
が
講
演

扇
町
で
１
万
人

大
集
会
開
催

　

原
水
爆
禁
止
２
０
１
５
年
世
界
大
会
（
７
〜
９
日
）

に
参
加
し
た
中
西
幹
夫
、
中
村
新
太
郎
両
理
事
に
感
想

を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

長
崎
で
開
か
れ
た
世
界
大

会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
長

崎
原
爆
被
災
者
協
議
会
の
谷

口
稜す

み

曄て
る

会
長
（
86
）
が
「
い

の
ち
の
あ
る
限
り
実
相
を
語

り
続
け
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
16
歳
で
被
爆
し
、
胸
部

の
組
織
が
た
だ
れ
落
ち
る
ほ

ど
の
瀕
死
の
重
症
を
受
け
た

経
験
か
ら
、
再
び
被
爆
者
を

つ
く
ら
な
い
た
め
に
、
国
内

外
で
被
爆
の
実
態
と
核
兵
器

廃
絶
を
訴
え
続
け
て
い
る
。

　

谷
口
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
80

歳
。
い
ま
、
戦
後
生
ま
れ
の

私
た
ち
が
原
爆
の
体
験
だ
け

で
な
く
、
本
土
空
襲
、
沖
縄

戦
、
日
本
が
行
っ
た
ア
ジ
ア

の
国
々
へ
の
侵
略
の
事
実
を

学
び
語
り
継
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

分
科
会
で
見
学
し
た
佐
世

保
港
周
辺
は
、
米
海
軍
と
海

上
自
衛
隊
の
基
地
が
置
か

れ
、
そ
の
面
積
の
約
８
割
は

　

「
長
崎
平
和
宣
言
」
で
田

上
富
久
長
崎
市
長
は
、
安
保

法
制
の
動
き
を
指
し
て
「
日

本
国
憲
法
の
平
和
の
理
念

が
、
い
ま
揺
ら
い
で
い
る
の

で
は
な
い
か
と
言
う
不
安
と

懸
念
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

政
府
と
国
会
に
は
、
こ
の
不

安
と
懸
念
の
声
に
耳
を
傾

け
、
英
知
を
結
集
し
、
慎
重

で
真
摯
な
審
議
を
行
う
こ
と

を
求
め
ま
す
」
と
語
っ
た
。 

　

田
上
市
長
の
思
い
は
、
安

倍
政
権
の
民
意
無
視
の
暴
走

に
対
す
る
国
民
の
皮
膚
感
を

代
弁
し
て
い
る
。

　

〝
核
の
傘
〞
に
固
執
す
る

日
本
政
府
に
、
核
兵
器
禁
止

条
約
に
調
印
さ
せ
、〝
非
核

の
傘
〞
へ
と
転
換
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

核
兵
器
廃
絶
へ
の
草
の
根

運
動
の
強
み
を
活
か
し
て
、

地
域
、
診
療
所
か
ら
核
廃
絶

の
世
論
を
た
え
ず
た
ゆ
ま
ず

ゆ
る
ぎ
な
く
広
げ
た
い
。

ア
メ
リ
カ
海
軍
に
よ
る
制
限

水
域
で
あ
る
。
憲
法
９
条
を

壊
し
か
ね
な
い
安
保
法
制
の

成
立
を
許
し
て
は
な
ら
な

い
。

　

大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の

会
は
７
月
18
日
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
出
身
の
医
師
・
レ
シ

ャ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ド
氏
を
講

師
に
「
日
本
の
平
和
的
国
際

支
援
を
考
え
る
―
安
全
保
障

関
連
法
案
で
日
本
の
人
道
支

援
は
ど
う
な
る
! ?
」
を
開

き
、
医
科
・
歯
科
会
員
、
市

民
、
学
生
ら
39
人
が
参
加
し

た
。

　

１
９
６
９
年
に
来
日
し
た

カ
レ
ッ
ド
氏
は
、
京
都
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
日
本
で

の
病
院
勤
務
を
経
て
現
在
は

静
岡
県
で
開
業
し
て
い
る
。

ソ
連
の
軍
事
侵
攻
と
そ
の

後
、
タ
リ
バ
ン
政
権
、
ア
ル

カ
イ
ダ
の
台
頭
、
９
・
11
ア

メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
、
そ

し
て
ア
メ
リ
カ
の
空
爆
に
よ

る
戦
乱
の
中
で
、
生
活
基
盤

の
崩
壊
が
進
み
、
乳
幼
児
と

妊
産
婦
の
死
亡
率
が
高
い
実

態
を
告
発
。
現
地
で
学
校
建

設
や
診
療
所
の
開
設
に
も
関

　安保法案が衆議院本会議を通過した７月18日、
「戦争法案は廃案に！おおさか１万人大集会」が扇
町公園で開かれ、市民ら１万１千人が強行採決への
怒りの声をあげた。中村新太郎理事がおおさか医科
・歯科九条の会世話人を代表してスピーチした。協
会から小澤力理事長はじめ、役員、事務局員など13
人が参加した。集会後、西梅田までパレードした
（写真）。

わ
る
カ
レ
ッ
ド
氏
は
、
絶
対

的
に
必
要
な
の
は
、
教
育
と

衛
生
的
な
環
境
づ
く
り
、
疾

病
の
予
防
だ
と
強
調
し
た
。

　

安
倍
政
権
が
狙
う
集
団
的

自
衛
権
、
安
保
法
制
に
つ
い

て
言
及
し
、「
戦
争
に
参
加

し
な
い
か
ら
こ
そ
日
本
へ
の

信
頼
が
厚
い
」
と
述
べ
た
。
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高
校
野
球
と
い
う
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

豊
中
市

豊
中
市

　

大
阪
と
い
う
地
名
は
、
時

に
近
隣
諸
府
県
を
含
ん
で
、

近
畿
全
般
を
さ
す
こ
と
が
あ

る
。
高
校
野
球
の
場
合
も
、

地
元
と
言
え
ば
大
阪
だ
け
で

は
な
い
。

　

甲
子
園
球
場
が
兵
庫
県
に

所
在
す
る
こ
と
は
ど
う
で
も

よ
く
、
野
球
少
年
た
ち
の
聖

地
と
な
る
に
は
、
一
時
中
止

期
間
の
第
二
次
大
戦
を
挟
ん

で
長
い
年
月
を
要
し
、
今
年

で
百
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
。

　

甲
子
園
球
場
の
左
翼
外
周

か
ら
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を

越
え
た
ス
タ
ン
ド
の
下
部
の

弓
状
の
屋
内
に
は
常
設
の

「
甲
子
園
歴
史
館
」
が
あ

り
、
目
下
九
月
六
日
ま
で

「
高
校
野
球
１
０
０
年
の
あ

ゆ
み
」
と
題
し
て
記
念
展
示

を
開
い
て
い
る
。

　

そ
の
ル
ー
ツ
が
豊
中
市
の

「
高
校
野
球
メ
モ
リ
ア
ル
パ

ー
ク
」
に
あ
る
。
予
想
し
て

い
た
よ
り
も
小
さ
な
記
念
公

園
で
、
角
地
な
が
ら
住
宅
二

軒
分
く
ら
い
し
か
な
い
が
、

記
録
の
保
全
は
確
か
で
あ

る
。

　

大
正
４
（
１
９
１
５
）
年

８
月
18
日
、
５
日
間
の
日
程

で
、
第
一
回
全
国
中
等
学
校

野
球
大
会
に
、
各
地
区
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
強
豪
10
校

が
集
ま
っ
た
。
そ
の
時
の
始

　

第
三
試
合
は
神
戸
二
中
VS

早
稲
田
実
業
な
ど
と
レ
リ
ー

フ
の
中
の
記
録
は
か
な
り
詳

細
で
あ
る
。
蛇
足
だ
が
神
戸

二
中
は
筆
者
の
母
校
で
あ

る
。

ら
し
い
閑
静
な
一
戸
建
て
の

住
宅
地
で
、
新
築
中
の
住
宅

も
何
軒
か
あ
っ
た
。

　

写
真
を
数
枚
撮
り
終
わ
る

と
、
電
車
を
乗
り
継
い
で
こ

の
日
は
試
合
の
な
い
甲
子
園

最
も
過
酷
な
経
験
を
し
た
あ

の
第
二
次
大
戦
を
含
ん
だ
。

　

高
校
生
の
年
頃
の
若
者

は
、
自
立
心
が
芽
生
え
る
最

愛
の
人
が
母
親
か
ら
他
所
の

娘
に
変
わ
る
微
妙
な
年
齢
で

あ
る
。
選
挙
権
が
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
ら
、
球
児
た

ち
が
、
未
来
の
政
治
環
境
も

自
ら
決
め
る
責
任
を
担
う
こ

と
に
な
る
。
高
校
野
球
１
０

０
年
の
歴
史
の
内
、
70
回
は

サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
戦
没
者

へ
の
黙
と
う
を
捧
げ
た
。
夏

の
大
会
は
二
度
と
戦
争
を
し

な
い
誓
い
の
ひ
と
時
で
も
あ

る
。

 

（
新
聞
部
・
篠
部
正
夫
）

に
向
か
っ
た
。

　

高
校
野
球
が
人
々
の
関
心

を
呼
ぶ
の
は
、
新
し
い
年
度

の
春
と
終
戦
の
日
と
重
な
る

夏
で
あ
る
。
１
０
０
年
の
歴

史
は
、
日
本
史
上
日
本
人
が

球
式
の
様
子
や
開
催
要
項
や

出
場
校
と
選
手
名
な
ど
が
レ

リ
ー
フ
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

主
催
者
は
高
野
連
と
朝
日
新

聞
と
箕
面
有
馬
電
気
軌
道

（
現
阪
急
電
鉄
）
で
あ
る
。

　

当
時
、
こ
の
辺
り
は
綿
畑

が
多
く
、
広
い
球
場
は
瀟

し
ょ
う

洒し
ゃ

な
赤
い
レ
ン
ガ
造
り
だ
っ

た
。
豊
中
駅
か
ら
徒
歩
５
分

く
ら
い
の
こ
の
パ
ー
ク
の
周

辺
の
現
在
は
、
中
間
富
裕
層

大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会

戦
争
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ

中
西
幹
夫
（
東
大
阪
市
）


